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46 
憶 1974万円、前年度当初にくらべ約

9穂 6819万円の増加となり、一般会

計調入のうち市税収入は35措s792万

円で、 58.5舟の構成比となっている

市税は前年当初にくらべ23・4婦の

押 u!を示した。次』己競輪事呆収益を

中心とする諸収入9緩ま52s2万円。一

般会計における自主町議のしめる割

合は80.。骨である。

酎政構造は、支出面で普通建設事

業主をなどの甚桟智甘主主ものは38.日時、

経常的経授ともいえる人件主主は33.3

持である。
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月限 B1 UiE寺-15時/碕よか同

税務と経営掬談毎月第z土寝9符-12
時/海工会議所

~ (求人格設も合IJ')会最適

否窪寺/市民総於室〈領社〉

(機敏金属加工，

3待~

ィヲ敬栂談・無料法律箱談毎月第1土間関

13時-16蒋/市民裳融室主〈広報操)

心問ごと梼談第j寺第2・第 3A砲 9吟吋

1SiE会/浦泉粍酷主主〈領後〉

市税綾霊祭 第M有2・第4木鴻/市長在暗

2包〈市E子波諜〉
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教青相談求、末、会。土司自毎包 9島幸~

15時/教育研究所

管少年相談平日 lQiJ:学-15時常設/脊

少年深

家庭1足3童相談乎伺 9時-lS等移設片寄

往義務湾
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仕
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4/18日(日〉
{雨天中止)

関コース
平塚訳出山下一文塚一長者屋敷跡ー

湘南平一島崎藤村の基一虎御石一

F島立庵=平塚

強集合

平塚車問~tロポスト前8時00分

(軽装弁当.水筒持参)

許可し、合わせは 背少年課育成係

〈篭) 22-1700内総 228
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島公民鶴

松原公民館

花水公民館
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江戸ヶ崎の基
高滋膿晋

イヒ 9年 (812)の夏、京都への

ぼる途中、東経道藤111宿〈三河

国 B 愛知県〉で発病し、 32歳で

病没した。よって、選棋は同地

の浄土宗浄照寺に埋葬され九。

たぶん、郵里町四之宮村へはア

器 Eちょんまげコでも送ってき

たものだろう。その堂々とした

墓碑は、高林寺から西方4001:;
ほどの司雲衰の墓域民主Eったが、

昨年、高林寺のti軒司墓地?と、他

の石碑といっしょに移され、周

到の.t_gもできあがった。

高称寺門前の供主主碑は、江戸

ケ崎の没棲36年自にあたる弘イむ

4年仁1847)の秋相c;なわれた

追善興行民際し言ι念として建亡

られたものである。

江戸ケ崎源弥の初名主主「洗雫

大五郎「と書いた賂伝があるが

芳Z馬を名乗ったζ とはたしかだ

が、源弥を名とい大五郎とは

盟
耕
一
年
生
「
黄
色
い
関
車

四
月
二
日
、
富
士

蝿
暁
付
銀
行
・
安
出
火
一
千

安
田
住
命
・
安
部
信

託
謙
一
行
は
、
新
ス
学
の
一
年
住
~

「
保
険
っ
き
黄
色
い
腕
章
」
一
一
手

巻
市
交
通
宝
霧
島
(
障
胞
初
一

長
〉
へ
寄
贈
し
た
。

4月18日(日)
あ在呂時30分

可狭対〈有楽座〉
c/ 

、i毎底3nマイル、
物輸 """"'" 

き周と

もちろん、江戸ケ崎の開設名

亡しζ な〉も襲名で、阿代医に

あたるかはっきりしな，'0 
藤11同宿で病没した当時は環

役でなく、上洛 Eしょうらく〉

しT年寄K就く予定であったに

ちがいないという説もある。あ

るいはそうかも知れなし、。とに

かしその墓はおもおもしく立

派で、その道の権威者であった

ちとも哩わせるに足るものが幹
也@

あなたの知る露関口、よ町行ないを Lた欝ゆ年 (20才
未満)がいたら氏名・'"令・龍揖i・寧暗または勤務先
・推薦捜由をお知らせください。揖薦者抵控訴・ 5王者
をがならず明記のこど、時践を問いませんa

広〈市民的措粛をおまちし ます。

草子事震帯膏金達手間関協議金
民生豊富脅少年繰内 (22) 1 7 0 0 
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